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（敬称略）（敬称略）
12月

マンガで
　気づいて ジェンダーギャップを

　　　解消しましょう！

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

小
　
川
　
重
　
雄
　
（
岩
館
２
）

亡 

母
　
イ
ミ

赤
　
塚
　
　
　
治
　
（
椿
　
台
）

亡 

父
　
　
隆

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
12
月
31
日
現
在
）

■
人
口
　５
，9
2
8
人
（
17
人
減
）

　
●
男
　
２
，7
9
3
人
（
8
人
減
）

　
●
女
　
３
，1
3
5
人
（
9
人
減
）

■
異
動
内
訳

　
●
出
　
生    

　
　
０
人

　
●
死
　
亡    

　
　
18
人

　
●
転
　
入    

　
　
7
人

　
●
転
　
出    

　
　
6
人

■
世
帯
数

　
　２
，９
0
3
世
帯
（
10
世
帯
減
）

（
　）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）

人
の
動
き

内
　
藤
　
良
　
春
（
73
）
目
名
潟

山
　
崎
　
勝
　
江
（
87
）
八
森
３

佐
々
木
　
千
代
子
（
90
）
石
　
川

須
　
藤
　
雄
　
悦
（
82
）
浜
　
田

金
　
平
　
ヒ
　
テ
（
94
）
三
ツ
森

大
　
髙
　
正
　
美
（
70
）
岩
館
２

田
　
村
　
利
　
則
（
61
）
大
久
保
岱

小
　
林
　
克
　
麿
（
89
）
中
　
浜

門
　
脇
　
コ
　
ト
（
82
）
滝
の
間

須
　
藤
　
テ
ツ
子
（
96
）
カ
ッ
チ
キ
台

千
　
葉
　
良
　
一
（
82
）
中
　
浜

伊
　
勢
　
紀
　
夫
（
79
）
小
入
川

佐
　
藤
　
　
　
功
（
74
）
　
塙

お
く
や
み

お
く
や
み

第101回

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

はぴ
はぽ

　
こ
ん
に
ち
は
、
米
森
美
咲
で
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
高
校

生
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
「
都
会

に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
素
直
な
気
持

ち
と
、
「
で
き
れ
ば
秋
田
県
内
に
と
ど
ま

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
親
の
思
い
の
間
で

揺
れ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
ニ
ュ
ー
ス
で
、
大
学
生
が
就
職
を
機

に
都
会
を
志
望
し
た
際
、
理
由
を
問
わ
れ

続
け
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
秋
田
へ
の
気

持
ち
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
目
に
し
ま
し
た
。
進
路
を
考
え
る
中

で
、
言
葉
に
し
に
く
い
気
持
ち
を
抱
え
て

い
る
若
い
世
代
が
い
る
こ
と
を
、
身
近
に

感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

　
私
自
身
、
「
外
に
出
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
進

学
と
就
職
を
機
に
秋
田
県
を
離
れ
ま
し
た
。

県
外
に
出
た
友
人
た
ち
が
「
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
」
と
話
す
の
を
聞
く
た
び
に
、

そ
の
感
覚
は
私
に
も
よ
く
分
か
る
と
思
い

ま
し
た
。
家
庭
は
比
較
的
自
由
で
し
た
が
、

学
校
や
社
会
の
中
で
、
周
囲
に
合
わ
せ
る

こ
と
に
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
自

由
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
心
地
よ
さ
に
つ
な

が
る
わ
け
で
は
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
都
会
に
は
多
く
の
選
択
肢
が

あ
り
、
自
由
度
も
高
い
反
面
、
自
分
で
判

断
し
続
け
る
大
変
さ
や
良
心
の
葛
藤
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

　
今
、
協
力
隊
と
し
て
地
域
に
関
わ
る
中

で
、
八
峰
町
の
人
同
士
が
自
然
に
声
を
掛

け
合
い
、
互
い
を
気
に
か
け
て
い
る
場
面

に
日
々
出
会
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
何
気
な

い
や
り
取
り
の
積
み
重
ね
が
、
人
と
し
て

大
切
な
感
覚
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
で

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
外
に
出
た
と
き

に
悩
み
な
が
ら
も
、
自
分
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
を
見
つ
け
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
都
会
に
は
多
く
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　
田
舎
に
は
言
葉
に
し
に
く
い
け
れ
ど
、

人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
成
長
し
て
い
く

た
め
の
人
と
し
て
の
土
台
が
あ
り
ま
す
。

「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
と
い
う

言
葉
の
通
り
、
外
に
出
る
経
験
も
、
戻
れ

る
場
所
が
あ
る
こ
と
も
、
ど
ち
ら
も
大
切

な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
田
舎
で
の
暮

ら
し
を
選
ぶ
人
は
、
こ
こ
に
あ
る
価
値
に

惹
か
れ
て
や
っ
て
来
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
、
地
域
の
内
と
外
の
声

に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
町
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
、
次
の

世
代
や
新
し
く
関
わ
る
人
た
ち
へ
そ
っ
と

伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
年
も
情
報
発
信

を
頑
張
り
ま
す
。

～ 味わい豊かな八峰の子どもを目指して ～
　昨年は、町の学校等再編検討委員会から、これか
らの小学校の在り方として「統合するべき」との答
申が出されました。この答申を受けて、今後は、町
として具体的な統合の進め方などについて検討が重
ねられ、その実現に向けて歩みを進めることになり
ます。
　さて、統合の背景にあるのは、言うまでもなく八
峰町の急激な児童生徒数の減少です。口にするのも
寂しくつらい話題ですし、正直、あきらめムードも
漂っています。でも、だったら、これからは、その
数少ない八峰の子どもたち一人一人の中身をより一
層高めることに目を向けてみてはどうでしょうか。
いわゆる“数より質”ですね。
　では、その質なるものを高めるには、どのような
方法があるのでしょうか。また「質の高い子ども
（変な表現ですが）」とはどんな子どもでしょうか。
皆さんはどのようなイメージをもちますか。
　なかなかズバッと言い表すことはできないのです
が、私なりのとらえ方として、質の高い子どもとは、
「味わいの豊かな子ども」としてみました。全く具
体性に欠けるのですが、一言で表すならば、様々な
味をもつ子どもということです。もちろん、みんな
がみんな同じ味をもつ必要はありません。まずは、

最低その子の持ち味があればじゅうぶんです。
　でも、変化が激しく価値の多様化が進むこれから
の世の中で、一つの味だけで勝負するにはずいぶん
心許ないことではないでしょうか。日々変化する社
会で、子どもたちが自分を見失うことなく活躍し続
けるには、豊かで多彩な味をもち、それらを状況に
応じてうまく使いこなす能力が求められるような気
がします。
　さて、子どもたちが様々な味を身に付けるには、
何か特別な仕込み方があるのでしょうか。これもま
た私のとらえ方で恐縮ですが、要は、子どもを可能
な限り、多方面からそれぞれの味付けをしてもらう
ことなのではないかと思っています。
　つまり、学校教育で培われる味、家庭の力で育ま
れる味、地域社会で磨かれる味など…。言うまでも
ないことですが、学校教育の場では、学校教育とし
ての味が醸し出されます。でもそれだけでは豊かな
味というわけにはいきません。それを補うためには、
家庭や地域社会などがそれぞれ醸し出す違った味と
の出会いが必要です。つまり、子どもたちが、多種
多様な経験なり多くの人とのかかわりなりを通して、
成長とともに味の幅を広げていくことが大切なこと
だと考えます。
　これからも、味わい豊かな八峰の子どもを育てる
ために、町や地域ならでは
の美味を探りながら、子ど
もたちへの豊かな味付けの
お手伝いをしていきたいと
思っております。本年も、
引き続きよろしくお願いい
たします。

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

情報旬旬今月の

2/1㈰ 11：00～
豆まき開催
2/1㈰ 11：00～
豆まき開催

イベント

ほしもち、切り干し大根


